
■消防署の一日

　

消
防
本
部
で
は
、
現
在
3
1
3
人
の
職
員
が
勤
務
し
て
い

ま
す
。
組
織
と
し
て
は
、
消
防
総
務
課
、
警
防
課
（
救
急
管

理
室
を
含
む
）、
情
報
指
令
課
、
予
防
課
の
4
課
（
1
室
8

担
当
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、消
防
署
は
、中
央
消
防
署
（
臨

港
分
署
、
吉
永
分
署
、
富
士
見
台
分
署
、
大
淵
分
署
）
及
び

西
消
防
署
（
鷹
岡
分
署
、
南
分
署
、
富
士
川
分
署
）
の
2
署

7
分
署
で
消
防
行
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
消
防
士
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
業
務
に
よ
り
、
消

防
隊
、
救
急
隊
、
救
助
隊
に
分
か
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
管

理
事
務
を
担
当
し
て
い
る
職
員
も
い
ま
す
。

訓練の様子を映像でもごらんください
（YouTube）
Bhttp://qq1q.biz/oJHk

※緊急通報があったときは、即座に出動します。
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台
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防
課

8:25 交替準備
8:30 交替

8:35 無線試験・車両・装備の点検、一斉指令試験

9:00 体力錬成（筋力トレーニング、ストレッチなど）

9:30
執務
（予防事務、立入検査、水利調査、
警防調査など）

12:00 昼食及び休憩（交代でとります）

13:00
執務
（放水訓練、救急訓練、救助訓練、
部隊連携訓練など）

17:15 夕食及び休憩（交代でとります）
18:30 署内清掃
19:30 車両点検

19:35

夜間執務
（事務処理、ミーティング、勉強会、
夜間訓練、自主訓練）
※夜間は交代で仮眠をとります。

6:30 車庫・車両の清掃
8:25 交替準備
8:30 交替

富
士
市
・
富
士
宮
市
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
の
開
設
で
消
防
力
を
強
化
・
充
実

　

こ
と
し
9
月
10
日
か
ら
、
富
士
市
・

富
士
宮
市
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
が
富
士

市
消
防
防
災
庁
舎
に
開
設
さ
れ
、
富
士

宮
市
と
の
指
令
業
務
の
共
同
運
用
を
し

て
い
ま
す
。

　

富
士
市
・
富
士
宮
市
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
で
は
、
最
先
端
の
技
術
を
駆
使
し

た
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
と
消
防

救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
を
導
入
し
て

い
ま
す
。「
統
合
型
位
置
情
報
通
知
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
り
迅
速
に
通
報
場
所
を

特
定
で
き
る
ほ
か
、
G
P
S
機
能
を
活

用
し
た
「
車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
」

に
よ
り
富
士
市
・
富
士
宮
市
の
全
消
防

車
両
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
で
、
災
害

に
応
じ
た
最

適
な
運
用
を

行
え
ま
す
。

ま
た
、「
災
害

情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
」
に

よ
り
大
規
模

災
害
時
で
も
、

災
害
情
報
を

市
の
災
害
対

策
本
部
と
共

有
す
る
こ
と

で
、
総
合
的
な
対
応
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
火
災
広
報
が
音
声
合
成
に

変
わ
っ
た
こ
と
で
、
火
災
発
生
か
ら
放

送
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
消
防
団

の
出
場
も
よ
り
迅
速
に
な
り
ま
し
た
。

消防本部の組織図
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業
務
内
容
／

　

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。
災
害
や
事
故
に
よ

り
危
険
の
迫
っ
た
人
を
救
出

し
ま
す
。
交
通
事
故
や
水
難

事
故
、
山
岳
事
故
で
の
捜
索

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

地
震
や
洪
水
な
ど
の
災
害
時

に
孤
立
し
た
住
民
を
救
助
し

ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
現
場
に
対

応
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

救
助
用
器
具
を
駆
使
し
ま
す
。

業
務
内
容
／

　

生
命
・
身
体
に
危
機
が
差

し
迫
っ
た
傷
病
者
を
病
院
ま

で
搬
送
し
ま
す
。
救
急
救
命

士
は
、救
急
隊
に
属
し
ま
す
。

通
報
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、

救
急
車
で
駆
け
つ
け
、
必
要

が
あ
れ
ば
、
特
定
の
医
療
行

為
を
行
い
ま
す
。

　

3
業
務
の
中
で
、
救
急
の

出
動
件
数
が
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

業
務
内
容
／

　

水
火
災
、
そ
の
他
の
災
害

の
警
戒
及
び
防
ぎ
ょ
を
行
い

ま
す
。
火
災
が
発
生
し
た
際

に
、
現
場
で
消
火
活
動
を
行

っ
て
い
る
の
が
、
消
防
隊
で

す
。

　

ま
た
、
災
害
の
発
生
を
防

ぐ
た
め
、
災
害
が
な
い
と
き

で
も
、
消
防
用
設
備
な
ど
の

点
検
や
消
防
訓
練
の
指
導
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

救
助
隊

救
急
隊

消
防
隊

親身な対応を心
がけています

　災害時に被害
を最小限に抑え
るために、常に
どのような活動
をすればよいか
考えています。
また、火災に遭

多くの人を救う
ため、日々成長

　救急隊は、3
人1組で行動し
ます。瞬時の判
断が必要になる
場面が多くあり
ますが、ほかの
隊員の動きを見

チームワークを
大切に

　救助の際は、
安心してもらえ
るよう、要救助
者への丁寧な声
かけを心がけて
います。また、
救助隊はチーム

われた方は動揺していることが多いた
め、親身になって話を聞くよう心がけ
ています。命は、かけがえのないもの
です。火災を初期段階で抑え、逃げお
くれを防ぐためにも、住宅用火災警報
器や消火器などの設置をお願いします。

て、その場でどういう行動をするのが
一番よいかを常に考えています。また、
救急は病院との連携も大切です。多く
の方の命を救うため、知識を深め、経
験を積み、日々成長していきたいと考
えています。

ワークが大切なため、ほかの隊員の行
動を常に把握するようにしています。
人命を救うためには、少しでも早く現
場に到着しなければなりません。その
ため、緊急車両が通過する際は、道を
譲るなどのご協力をお願いします。

西消防署
警防予防第二担当

寅
とら

澤
ざわ

　政
まさ

巨
お

規
み

中央消防署
救急第一担当

中
なか

坪
つぼ

　絵美

中央消防署 救急第一担当

宇佐美　大介

富士川分署

澤木　直樹

中央消防署 救助第一担当

渡邉　英
ひで

司
し

中央消防署
救助第一担当

後藤　友秀
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東日本大震災 阪神・淡路大震災

緊
急

消
防
援
助
隊

　

「
緊
急
消
防
援
助
隊
」
は
、
平
成
7
年
1

月
に
発
生
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
全
国
の
消
防
機
関
相
互
に

よ
る
援
助
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
平
成
7

年
6
月
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
大
規
模
災
害

な
ど
で
被
災
し
た
都
道
府
県
内
の
消
防
力
で

は
対
応
が
困
難
な
場
合
に
、
国
家
的
観
点
か

ら
人
命
救
助
活
動
な
ど
を
効
果
的
か
つ
迅
速

に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

富
士
市
消
防
本
部
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊

静
岡
県
隊
と
し
て
、
5
小
隊
（
消
防
車
両
5

台
）
を
登
録
し
て
い
ま
す
。
平
常
時
は
消
防

本
部
で
勤
務
し
て
い
る
職
員
が
、
緊
急
時
に

出
動
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
4
つ
の
災
害
の

応
援
に
出
動
し
ま
し
た
。

A
ll for one

災
害
時
は
自
助
・
共
助
が
基
本

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
3
回
被
災
地
の
応

援
に
行
き
ま
し
た
。
現
場
で
は
、
潰
れ

た
家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
や
、
横

転
し
た
車
内
に
取
り
残
さ
れ
た
人
な
ど

の
捜
索
や
救
助
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、

全
国
か
ら
救
助
隊
が
集
ま
り
ま
す
。
し

か
し
、
到
着
す
る
ま
で
は
、「
自
助
・
共

助
」
が
基
本
で
す
。「
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
地
域

で
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

被
災
者
の
命
を
救
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
隊
長
と
し
て
、
救
助
に
行

っ
た
隊
員
の
無
事
も
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
応
援
に
行
っ
た
災
害
で
は
、

全
隊
員
が
無
事
に
帰
還
で
き
て
安
心
し

ま
し
た
。
隊
員
は
、
お
互
い
の
命
を
預

け
て
救
助
に
当
た
る
た
め
、
強
い
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
信
用
・
信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る

消
防
士
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。 中央消防署 救助第一担当

救助隊長
磯野　貴志

富士市消防本部が緊急消防援助隊
静岡県隊として応援に出動した災害

■阪神・淡路大震災
　平成 7 年 1 月18〜23日
■東日本大震災
　平成23年 3 月11日〜 4 月 1 日
■東京都大島町台風26号災害
　平成25年10月19〜22日
■御

お ん

嶽
た け

山
さ ん

噴火災害
　平成26年 9 月28日〜10月11日
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東京都大島町台風26号災害御嶽山噴火災害

気
に
な
る
こ
と
を
聞
い
て
み
ま
し
た

教
え
て
消
防
士
さ
ん
！

救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に
、
消
防
車
も
来

た
の
は
な
ぜ
？

救
急
車
の
出
動
が
重
な
っ
て
い
る
と
き

や
、
高
層
建
物
な
ど
救
急
隊
だ
け
で
は

傷
病
者
の
搬
出
が
困
難
な
場
合
な
ど

に
、
救
急
車
の
要
請
で
、
消
防
車
も
出

動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
、

消
防
ポ
ン
プ
車
（P

um
per

）
と
救
急

車
（A

m
bulance

）
の
頭
文
字
を
と
っ

て
「
P 

A
連
携
」
と
呼
び
ま
す
。
傷
病

者
に
適
切
で
効
果
的
な
救
急
処
置
を
施

し
、
よ
り
迅
速
な
救
急
搬
送
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
く
だ
さ
い
。

深
夜
の
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
を
と
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
？

救
急
車
は
、
法
律
に
よ
り
、
緊
急
走
行

す
る
際
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
赤
色

の
警
光
灯
を
点
灯
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
眠
っ
て
い
る
方
に

は
ご
迷
惑
か
と
思
い
ま
す
が
、
と
う
と

い
命
を
救
う
た
め
で
す
の
で
、
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

救
急
車
が
、
人
を
収
容
し
て
か
ら
、
し

ば
ら
く
と
ま
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
？

搬
送
先
の
病
院
を
探
し
た
り
、
車
内
で

応
急
処
置
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

耳
が
不
自
由
な
人
や
、
言
葉
を
発
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
ど
う
や
っ
て

緊
急
通
報
す
れ
ば
よ
い
の
？

フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
1
1
9
番
通
報
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
「
N
E

T
1
1
9
シ
ス
テ
ム
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。「
N
E
T
1
1
9
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
障
害
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎（
55
）2
9
1
1　

5（
53
）0
1
5
1

Efu
-syo

u
g

a
i@

d
iv.c

ity.fu
ji.

　

shizuoka.jp

交
差
点
付
近
で
緊
急
車
両
が
近
づ
い
て

き
た
と
き
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
？

交
差
点
に
進
入
せ
ず
、
車
は
で
き
る
だ

け
左
側
に
寄
せ
て
一
時
停
止
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
緊
急
車
両
は
、
安
全
の

た
め
、
交
差
点
付
近
で
一
時
停
止
し
た

り
、
速
度
を
落
と
し
て
進
入
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
歩

行
者
も
車
と
同
様
に
、
交
差
点
に
進
入

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

症
状
に
緊
急
性
が
な
く
て
も
、
救
急
車

を
呼
ん
で
も
い
い
の
？

近
年
、救
急
出
動
件
数
の
増
加
に
伴
い
、

重
症
傷
病
者
へ
の
対
応
の
お
く
れ
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
必
要
と
す

る
人
の
た
め
、
救
急
車
の
適
正
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

Q.Q.

Q.Q. Q.

Q. .A.A

.A.A .A

.A
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